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重要
•	本ソフトウェアは、FTM-300D/FTM-300DSの日本国内向け仕様のアップデートファームウェアです。
•	海外仕様の FTM-300Dシリーズには使用できません。
•	本ソフトウェアをダウンロードされる前に、「ご利用上の注意」を必ずお読みのうえ、内容をご確認いた
だいたうえで、ダウンロードを行ってください。
•	本ソフトウェアをダウンロードまたはインストールされた場合は、「ご利用上の注意」に同意いただいた
ものとみなします。

ご利用上の注意
•	本ソフトウェアの使用は、すべてお客様の責任において行ってください。本ソフトウェアを使用する事に
より、お客様に損害が生じたとしても、弊社は一切の責任を負わないものとします。
•	本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属されているマニュアル等の著作権、その他のいかなる知的財
産権も、すべて八重洲無線株式会社に帰属します。
•	本ソフトウェアの改修、変更、リバース・エンジニアリング、逆コンパイル等の行為を禁止します。また、
ダウンロードされたファイルの再配布、他メディアへの転載、販売等も禁止します。
•	ダウンロードしたファイルは、個人的使用以外にはお使いになれません。
•	お客様ご自身でアップデート作業が出来ない場合は、販売店または、当社カスタマーサポートまでご相談
下さい。

お問い合わせ先
八重洲無線株式会社  カスタマーサポート
電話番号　0570-088013
受付時間　平日 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00

バージョンアップ対象製品
バージョンアップの対象となる無線機は下記の通りです。
無線機：FTM-300Dシリーズ（無線機本体）
仕向地：日本向け（JPN）

注　意
書き込みをする前に、お客様の無線機の機種（Model）および仕向地（Type）を必ずご確認下さい。
誤って、異なる機種や仕向地のファームウェアを書き込んでしまうと、無線機が正常に動作しなくな
るばかりでなく、故障の原因にもなりますので、ご注意ください。

CAUTION
Please be sure to confirm the model and the destination (Type) of your transceiver 
before writing firmware to it. Writing incorrect firmware to the transceiver may cause 
abnormal operation or failure.
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システム要件 ( 動作環境 )
このプログラムを使用するためには、下記の環境を持つパソコンおよび接続ケーブルが必要です。

オペレーティングシステム（OS）
・Microsoft® Windows® 11
・Microsoft® Windows® 10
・Microsoft® Windows® 8.1

CPU
オペレーティングシステム（OS）のシステム要件を満たす性能を持つCPU

RAM（システムメモリ）
オペレーティングシステム（OS）のシステム要件を満たす容量以上のRAM（システムメモリ）

HDD（Hard Disk）
オペレーティングシステム（OS）のシステム要件を満たす容量以上のHDD（ハードディスク）
なお、OSが動作する為に必要な空き容量とは別に、プログラムを実行する為に、約50MByte 以上の
空き容量が必要です。

ポート
USBインターフェース（USBポート）

ケーブル
FTM-300Dに付属のUSBケーブル
注意：オプションの PCコネクションケーブルではアップデートすることができません。

商標
Microsoft®、Windows®、Windows® 8.1、Windows® 10、Windows® 11 は、 米 国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
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ファームウェアアップデートの概要

DSPファームウェアのアップデートの手順は以下のとおりです。
すでに FTM-300D用のUSBデバイスドライバーのインストールが完了しているパソコンの場合には、
“USB デバイスドライバーのインストール”（5ページ）は必要ありません。“DSP ファームウェアの 
アップデート”（6ページ）に進んでください。
※MAIN ファームウェアまたはSUBファームウェアのアップデートとは異なる準備（FTM-300D用の
USBデバイスドライバーのインストール）が必要です。

“USB デバイスドライバーのインストール”（5 ページ）

“DSP ファームウェアのアップデート”（6 ページ）

現在のファームウェアバージョンの確認手順
FTM-300Dの現在のファームウェアのバージョンを確認します。すでに最新バージョンの場合はアップ	
デートは必要ありません。
1.	 [F(SETUP)] キーを長押しして、セットアップメニュー画面を表示します。
2.	 DIALツマミを回して［DISPLAY］を選択して DIALツマミを押します。
3.	 DIALツマミを回して［9 ソフトウェア バージョン］を選択して DIALツマミを押します。
FTM-300Dの現在のファームウェアバージョンが下記のように表示されます。
Main	 Ver.  :  X.X
Sub	 Ver.  :  X.X
DSP	 Ver.  :  X.XX

4.	 [DISP] キーを押して通常画面に戻ります。
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USB デバイスドライバーのインストール
FTM-300Dの DSPファームウェアをアップデートするには、USBデバイスドライバーのインストール
が必要です。この手順は、初回のみ必要です。
すでにUSBデバイスドライバーをインストールしている場合は、この手順は必要ありません。“DSP ファー
ムウェアのアップデート”（6ページ）に進んでください。
※ 以下の手順は、Windows 10の操作を例にして説明しています。
※ USBデバイスドライバーをインストールする前に、FTM-300Dとパソコンを接続しないでください。

1.	ダウンロードした zip ファイルを右クリックします。

2.	[すべて展開 ] をクリックします。

3.	[展開 ] をクリックしてファイルを解凍します。
解凍するフォルダを変更する場合は [参照 ] をクリックして、フォルダを選択します。

4.	 解凍したフォルダ内の [FTM-300D_Com.inf]（セットアップ情報）ファイルを右クリックし、表示	
されたメニューの［インストール］をクリックします。
※ zip ファイルを解凍していない場合には [ インストール ] をクリックすることができません。解凍	
してからインストールしてください。

5.	“ユーザーアカウント制御”画面が表示された場合は [はい ] をクリックします。
“Windows セキュリティ”画面が表示されます。

6.	 [ インストール ]をクリックします。
USBデバイスドライバーのインストールが開始されます。

7.	［OK］をクリックします。
以上でUSBデバイスドライバーのインストールは完了です。
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DSP ファームウェアのアップデート
FTM-300DのDSPファームウェアのアップデートを行います。

注意 :	 7 ページの手順 4まで、FTM-300D とパソコンを接続しないでください。もしも接続してし
まった場合には、一度USBケーブルを抜いてから、下記の手順1からやり直してください。

DATA端子 ※手順4までUSBケーブルは
　接続しないでください

1.	 FTM-300Dの電源が入っている場合は、電源スイッチを長押しして電源をオフにします。
2.	 [D X] キーと [F(SETUP)] キーを押しながら、電源スイッチを長押しして電源をオンにします。

FTM-300Dの画面に“DSP UPDATE”と表示されます。

DSP UPDATE

続けて“PUSH D KEY”と表示されます。



7

3.	 [D X] キーを押します。

PUSH D KEY

“DSP   COM”と表示されます。

DSP   COM

4.	 付属のUSBケーブルで FTM-300Dの本体前面のDATA端子とパソコンのUSB端子を接続します。
※すでにCOMポート番号が分かっている場合には、8ページの手順8に進んでください。

USBケーブル（付属）

DATA端子

USB端子

5.	 Windowsの［スタート］を右クリックして、表示されたメニューの［デバイスマネージャー］をクリック	
します。
デバイスマネージャーが表示されます。

6.	 デバイスマネージャーの“ポート（COM と LPT）”の下に“YAESU FTM-300D communication 
device（COMXX）”と表示されていれば、USBデバイスドライバーは正常にイントールされています。
注意：	もし Windows のデバイスマネージャー画面に“YAESU FTM-300D communication 

device”と表示されない場合は、FTM-300Dの電源をオフにしてUSBケーブルを抜いて、
手順1からやり直してください。
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7.	“YAESU FTM-300D communication device（COMXX）”の“COMXX”（COM ポ ー ト 番 号）
を確認します。
※このCOMポート番号は、8ページの手順9でCOM番号を選択するときに必要です。

8.	 DSP アップデートプログラム [PCTOOL_vxxxx.exe]（D アイコン）をダブルクリックして実行	
します。

9.	 画面の [ ] をクリックして、8ページの手順7で確認したCOMポート番号を選択します。
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10.	 [OK] をクリックします。

下記の画面が表示されます。

11.	 [Update] をクリックします。
確認画面が表示されます。

12.	 [OK] ボタンをクリックするとアップデートが開始されます。
アップデートには約90秒掛かります。
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13.	 アップデートが終了すると下記の画面が表示されますので、[OK] をクリックします。

14.	 FTM-300Dの電源をオフにします。
15.	 FTM-300DからUSBケーブルを外します。

DATA端子

16.	 [OK] をクリックします。
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17.	 [Exit] をクリックします。

続けてファームウェアが正しく書き込まれているか、DSPファームウェアのバージョンを確認します。

ソフトウェアバージョンを確認する

1.	 FTM-300Dの電源をオンにします。
2.	 [F(SETUP)] キーを長押しして、セットアップメニュー画面を表示します。
3.	 DIALツマミを回して［DISPLAY］を選択して DIALツマミを押します。
4.	 DIALツマミを回して［9 ソフトウェア バージョン］を選択して DIALツマミを押します。
FTM-300Dの現在のファームウェアバージョンが下記のように表示されます。
Main	 Ver.  :  X.X
Sub	 Ver.  :  X.X
DSP	 Ver.  :  X.XX

5.	 [DISP] キーを押して通常画面に戻ります。

DSPファームウェアバージョンが正しく表示されていれば、以上で、アップデート作業は完了です。
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